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市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に 

市
民
自
治
の
拡
充
に
向
け
た 

各
種
制
度
の
検
討
を
進
め
ま
す 

川
崎
市
で
は
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
市
民
自
治
制
度
の
確
立
に
向
け
て
、
『
自
治

基
本
条
例
』
の
策
定
、
『
住
民
投
票
制
度
』
の

創
設
、
『
区
行
政
改
革
』
に
向
け
た
取
組
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
左
の
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
具
体
的
な
検
討
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

●
市
民
自
治
制
度
検
討
委
員
会 

市
民
自
治
制
度
の
確
立
に
向
け
て
立
ち
上
げ

る
次
の
３
つ
の
検
討
委
員
会
の
調
整
等
を
行

い
ま
す
。 

 
 

●
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会 

公
募
市
民
と
学
識
者
か
ら
な
る
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
市
民
と
行
政
の
新
し
い
関
係
を
明

示
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
、
『
自
治
基
本
条
例
』

の
検
討
を
行
い
ま
す
。 

 

●
住
民
投
票
制
度
検
討
委
員
会 

市
民
意
見
を
政
策
決
定
に
反
映
さ
せ
る
仕
組

み
と
し
て
、『
住
民
投
票
制
度
』
に
つ
い
て
法

律
上
の
問
題
点
等
の
整
理
、
検
討
を
行
い
ま

す
。 

 

●
区
行
政
改
革
検
討
委
員
会 

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
区
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

※
な
お
、
住
民
投
票
制
度
、
区
行
政
改
革
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
は
学
識
者
に
よ
る
課

題
の
整
理
を
中
心
に
調
査
・
検
討
い
た
だ

き
、
平
成
一
六
年
度
に
正
式
な
委
員
会
と

し
て
、
市
民
公
募
委
員
も
含
め
て
ご
検
討

い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

 

今
後
、
こ
の
紙
面
を
通
じ
て
市
民
自
治
制
度

の
取
組
動
向
を
お
知
ら
せ
し
、
多
く
の
市
民
の

方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

辻山委員長あいさつ 

小島副委員長あいさつ 

委員の方から意見・質問

も寄せられました。 

第
一
回
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

～
来
年
八
月
に
向
け
て
自
治
基
本
条
例
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
～ 

平
成
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
（
水
）
に
自
治
基
本
条
例
検
討

委
員
会
の
第
一
回
委
員
会
が
高
津
区
役
所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
阿
部
市
長
か
ら
、
四
名
の
学
識
者
委
員
と
三
〇

名
の
公
募
市
民
の
方
々
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
市
長
か
ら
「
自
治
体
の
基
本
法
と
し
て
の
自
治
基

本
条
例
に
つ
い
て
、
意
欲
的
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
委
員
長
と
副
委
員
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
委
員
長

に
辻
山
幸
宣
さ
ん
（
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
理
事
・

主
任
研
究
員
）
、
副
委
員
長
に
小
島
聡
さ
ん
（
法
政
大
学
人
間
環

境
学
部
助
教
授
）
が
選
任
さ
れ
、
市
民
委
員
か
ら
選
任
さ
れ
る

副
委
員
長
は
、
後
日
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
委
員
長
か
ら
は
「
自
治
基
本
条
例
は
市
民
の
方
々
が
つ
く
る
も
の
で
す
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
は
、
今
後
、
来
年
の
八
月
の
最
終
報
告
書
の
作
成
を
め
ざ
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次
回
の
委
員
会
で
は
、
本
格
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
お
互
い
の
自
治
基
本
条
例
に
対
す
る

思
い
、
考
え
方
を
自
由
に
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
月
ま
で
の
委
員
会
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

※
傍
聴
が
可
能
で
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

■
一
一
月
一
二
日
（
水
）
一
八
時
三
〇
分
～ 

於 

高
津
区
役
所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
ホ
ー
ル 

■
一
二
月
一
七
日
（
水
）
一
八
時
～ 

 
 

 

於 

高
津
区
役
所
第
一
会
議
室 

■ 

一 

月
一
五
日
（
木
）
一
八
時
三
〇
分
～ 

於 

高
津
区
役
所
第
一
会
議
室 

な
お
、
委
員
長
、
副
委
員
長
以
外
の
学
識
者
委
員
は
、
金
井
利
之
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

助
教
授
）
、
村
上
順
さ
ん
（
神
奈
川
大
学
法
学
部
教
授
）
で
す
。 
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立派な《自治の木》に育てよう！



インターネット等を通じた
市民意見の聴取

「自治基本条例検討委員会」の発足

H15.10.22

『かわさき版自治基本条例』の制定

4月下旬の休日（市内２ヶ所で開催予定）

中間報告の取りまとめ

7月下旬の休日（市内２ヶ所で開催予定）

8月下旬

市民意見の反映・最終報告案の取りまとめ

市民意見の反映・最終報告案の修正（最終報告に）

委員会の最終報告を踏まえ、行政が条例案文を作成

必要に応じて、行政が条例案文を修正し、市議会へ提案

検討委員会主催の市民討議《中間報告》

検討委員会主催の市民討議《最終報告案》

パブリックコメント等

委員会の目標

インターネット等を通じた
市民意見の聴取

市長から委嘱状が交付されました 

今後の進め方について議論しました 

市
民
自
治
制
度
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た 

～
か
わ
さ
き
の
自
治
の
拡
充
に
向
け
て
～ 

平
成
一
五
年
一
〇
月
一
五
日(

水)

に
市
民
自
治
制
度
検
討
委
員
会
の

委
嘱
状
交
付
式
が
市
長
応
接
室
に
て
行
わ
れ
、
阿
部
市
長
か
ら
委
員
の

方
々
に
直
接
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

委
嘱
状
の
交
付
の
後
に
、
市
長
か
ら
「
自
治
基
本
条
例
、
住
民
投
票

制
度
、
区
行
政
改
革
の
３
つ
の
委
員
会
で
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
調
整

を
お
願
い
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
、
市
民
中
心
の
自
治
確
立
の
た

め
の
大
き
な
改
革
に
な
る
た
め
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は
「
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
限
ら
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
実
験
的
に
や
っ
て
い
る
だ
け
で
、
大
都

市
で
つ
く
る
の
は
初
め
て
と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
影
響
が
大
き
く
、

全
国
の
モ
デ
ル
条
例
と
な
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

市
民
自
治
制
度
検
討
委
員
会
で
は
、
今
後
、
平
成
一
六
年
度
中
に
策

定
す
る
新
し
い
総
合
計
画
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
基
本
条
例
、

住
民
投
票
制
度
、
区
行
政
改
革
の
三
つ
の
委
員
会
で
の
検
討
内
容
に
つ

い
て
調
整
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
（
◎
は
委
員
長
）
。 

◎
石
原
信
雄
さ
ん
（
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構
理
事
長
） 

辻 

琢
也
さ
ん
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
） 

辻
山
幸
宣
さ
ん
（
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
理
事
・
主
任
研
究
員
）

寄
本
勝
美
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
）、 

※
辻
委
員
は
当
日
欠
席 

 

川
崎
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
市
民
自
治
の
拡
充

に
向
け
た
新
た
な
制
度
の
意
義
・
枠
組
み
」
を
研

究
す
る
一
環
と
し
て
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
、
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て
の
論
点
整
理
等
の
作
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
検
討
経
過
を
、
平
成
一
五
年
の
三
月
に
開

催
し
た
「
か
わ
さ
き
版
自
治
基
本
条
例
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
八
月
～
九
月

に
は
、
自
治
基
本
条
例
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方

を
対
象
と
し
て
、「
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
市
内
２
会
場
（
川
崎
・
溝
口
）

で
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
今
回
新
た
に
設
置

さ
れ
た
「
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
」
で
は
、

以
下
の
と
お
り
、
平
成
一
六
年
八
月
の
最
終
報
告

書
提
出
を
目
指
し
て
、
本
格
的
に
作
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
同
時
に
検
討
を
進
め
る
「
住
民
投
票
制

度
検
討
委
員
会
」
と
「
区
行
制
改
革
検
討
委
員
会
」

で
は
、「
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
」
の
議
論
に

あ
わ
せ
な
が
ら
、
具
体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
」
に
お
け
る
検

討
作
業
の
節
目
で
は
、
そ
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
、

広
く
市
民
の
方
々
の
意
見
を
聞
く
市
民
討
議
の
場

を
設
け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
市
民
討
議
の
内
容
も
含
め
、
検
討
委
員
会

で
の
具
体
的
な
検
討
内
容
、
進
め
方
等
に
つ
い
て

は
、
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
で
の
議
論
を
通

じ
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。 

 
（
編
集
部
か
ら
） 

今
後
、
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
月
に
一
～

二
回
程
度
開
催
さ
れ
ま
す
。
委
員
会
の
中
で
も
、
委
員
だ
け
で
な

く
他
の
市
民
の
方
々
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
の
情
報
は
、
紙
媒
体
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
意
見
等
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

市
民
自
治
拡
充
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
と 

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル  

 


